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（論文内容の要旨） 
 
 現代美術における表現の拡張は彫刻にも大きな影響を及ぼした。1970年前後から物質の扱いにおいて
「使う」「使われる」の均衡は崩壊した。そうした中で美術の鑑賞は、物質によって視覚化されていない
別の部分を想像によって補うことを可能にした。以降、芸術を概念として理解するという思考性は日々
拡大し、多様性を増している。 
 現代社会の中で我々は多くの情報と上手くつき合うようになった。通信速度の向上から情報に瞬時に
対応する能力と未知なものを想像力によって処理する感覚の存在が、物質を素材とすることを出発とし
た彫刻観に違和感を持たせたということが本考察の根底にある。重要とすべき点は形式としての彫刻で
はなく、感覚を介した制作プロセスの中にあるのではないかという視点から「彫刻の非物質性とは何か」
という問いに意義を見出した。 
 この考察は、物質を素材とした三次元の立体造形物とされる「彫刻」の固定概念から離れ、非物質と
しての彫刻の存在を通じ、情報化時代の現代における新たな彫刻的アプローチを探るものである。専門
領域内におさまることなく、「もの」以上に「こと」として社会的影響力のある彫刻の存在について考え
ることを目的としている。 
 第一章「研究動機としての彫刻の存在」では、近代化に伴い国家美術としてスタートした明治期の彫
刻が、20世紀の様々な芸術動向によって変化してゆく様子を概観する中で、それらが物質を前提とした
「技巧を試す場所」とみなされてきたことを彫刻のマジョリティとし、これに対する批評的実践が彫刻
のマイノリティであると述べた。また、６名の作家（クレス・オルデンバーグ、河口龍夫、アントニー・
ゴームリー、アニッシュ・カプーア、レイチェル・ホワイトリード、西尾康之）の彫刻作品から彫刻に
おける虚像性をとりあげ、彼らの制作に伴う発言や思想を追った。そこで明らかになったことは、作品
において完成形態と同等に制作過程が重視されていることであった。つまり、彫刻の完成形態は彫刻の
一部に過ぎないという認識をした時、物質的素材だけではない作家の動機が見えてくる。それこそが最
も重要視されるべきものであるというのが本章での主張である。彫刻の形式が美術の近代的価値観から
進化を遂げる必要性を主張すると同時に「同時代性」という視点を提示した上で、彫刻の中心的な要素
と考えられてきた素材や技法が今日の技術の向上やそれに伴う感覚の変化によって「非物質化した彫刻」
の可能性を開示させられるのではないかという視点に至った。 
 第二章「『視覚表現の展開』彫刻に関わる手法の変化と多様性」では、非物質化した彫刻の存在がどの
    
 
ようなものか提示するため、現代のテクノロジーによる光や速度が彫刻表現に与えた影響についての実
例と新たな造形技術に着目し検証を行った。ここでは、彫刻において重要とみなされてきた「動勢：ム
ーブマン」が写真表現や映像表現によって代替可能となったことについて彫刻の視覚性の展開であると
した。また、今後発展を遂げてゆくであろう3Dプリント技術により彫刻の手技が次第に機械化されてゆ
く可能性についても言及し、さらに3Dマッピング技術の実例から、立体視を立体物と同等なものと考え
るようになった我々の感覚の進化に迫った。そこで判明したことは、元来物質彫刻に備わっている「視
触覚」が同時代性によって導かれる非物質彫刻にも共通して存在する感覚であるという点であった。 
 第三章「『触覚表現の展開』フェティシズムの身体空間」では、前章で浮き彫りになった「視触覚」か
ら人間にある身体感覚と彫刻の繋がりについて述べた。その手がかりの一つとして人工身体に理想を求
めたラバーフェティシズムの身体空間を例に、ラバーフェティシズムにおける第二の皮膚/完全包囲/自
然融合をあげ、彫刻とラバーフェティシズムに共通する「素材と身体の触れ合い」や「身体の変容・変
身」という視点で考察を行った。ラバーフェティシズムの素材への陶酔は、形態（外観）を歪め、遂に
は消滅へと導くという物語を持っている。また、一つの身体でおこる主体と客体が入れ替わるような感
覚を身体の「錯綜体」として認識し、それらは歪形という外観に繋がることを示した。加えて、彫刻の
中にある触覚性は少なからずフェティシズム的な身体空間を含んでいると考えられるが、この感覚の解
明は量魂性をもつ物質彫刻の解体を指向する非物質的彫刻の根幹をなすことを主張した。 
 第四章「現代美術を取り巻く環境と彫刻」では、作品が作品として受入れられる社会環境ならびに享
受者の同時代性に目を向け、作品が享受される環境によってアーティストの表現も変化するという視点
で考察を行った。複製技術の進歩により、芸術の社会的影響力が大衆へ広く拡散したと言えるが、それ
に対し彫刻が物質であることは表現としての制限を受けることが多くなってしまった。それを打開する
視点として、ヨーゼフ・ボイスの拡大された芸術概念に着目し、ボイスの社会彫刻の存在は、物質素材
からなる自己追求に留まらない、対社会存在の意識という意味において非物質性を備えた彫刻認識であ
るとした。さらに彫刻における物質と非物質の隔たりにとして「労働」と「個」の認識の変化について
述べ、今日の文化的背景からなる非物質化した彫刻の展開を考察した。  
 終章「彫刻のマイノリティ：保証なき主体としての彫刻存在」では、同時代的観点から社会の変化、
技術の進歩、人の価値観や感覚の変化に向き合った本論の考察をまとめた。日本にそもそも存在しなか
った彫刻芸術において、近代彫刻の「正しさ」が特定の地域や時代に限定的なものであったことを受け
止めた上で、近代的・西洋的な彫刻の価値観を普遍的であると見なす思考からの脱却の必要があると述
べた。地理的、時間的障壁がなくなり、リアルタイムで離れた場所の情報が得られる同時代的感覚の中
で、彫刻においても未知なる領域の発見を行う姿勢が必要となる。個々の作家が保証なき主体としてこ
れまでの彫刻の書き換えを行うというアクションの一つに、同時代的彫刻論である「彫刻のマイノリテ
ィ」があるとし、本論の結びとした。 
 
（博士論文審査結果の要旨） 
 
 高木久美の博士論文は、従来の「彫刻」の概念から大きく逸脱してゆく現代美術の流れを、「空虚」「情
報化」「容器」「皮膜」といった独自の視点から検証しようとするものである。 
 高木はそうした脱彫刻の潮流を“物質から非物質へ ”の移行として捉え、作家、素材、技術、方法論ご
とに精緻に分析し、高密度情報化社会における人間の新しい感受性や情動を炙り出そうとする。 
 問題提起と彫刻の歴史的展開を辿る第一章「研究動機としての彫刻の存在」から始まり、第二章「『視
覚表現の展開』彫刻に関わる手法の変化と多様性」では拡大化し、流動化する彫刻の新たな展開や運動
を追い、第三章「『視覚表現の展開』フェティシズムの身体空間」では触覚やフェテシィズムを物質と非
物質を繋ぐ蝶番として解明、第四章「現代美術を取り巻く環境と彫刻」では彫刻の非物質化の様相を、
    
 
アートと社会の関係性の転換へまで敷衍しようとしている。こうした巧みな進行による論考は、構成力、
文章力、表現力においても問題なく、非物質化へ向かう彫刻の衝動を、その表現の変容や文化的背景を
通じ、明確に浮かび上がらせている。 
 以上の観点から本博士論文を合格とする。 
 
（作品審査結果の要旨） 
 
 高木久美の作品はいわゆるソフトスカルプチャーという部類に属し、具象的な形体、抽象的な形体な
どが織り交ぜになって、空間に配される。鑑賞者は空間を彷徨うことよって、オブジェクト同士の関係
から幻想的な物語をイマジンすることができる。高木のこの作業は伝統的な彫刻的手法である「型取り」
を主たる手法としている。高木が同大学の彫刻科でアカデミックな教育を受けていたことが非常に影響
しているのかもしれないが、「型取り」という手法は、抜け殻的なものになってしまう傾向がある。ただ
し、高木が狙っている方向性はそれとは逆ではなかったのだろうか。顕著に分かる例として高木の学部
時代の作品ではこのラバーの物質にエアーが吹き込まれ、物質は膨張と収縮を繰り返していた。つまり
高木の方法論で何度も検証されていたのは、物質が「生命の塊」として機能するための物質へのアプロ
ーチだったはずだ。古典的な木や石などに宿るアニミズムをラバーの物質に与えるためには、「皮膚」が
必要であり、そのために型取りという手法を使っているのだと考えられる。またラバーは伸縮自由な皮
膚感覚に近いマテリアルであるため、物質が肉体の破片の様相を帯びる。ここで触れておかなければい
けない点は、高木が女性作家であること同様、作る物質の形もファロスのような形が連続する草間彌生
のソフトスカルプチャーとの関連性であろう。高木は先述の通り「型取り」という手法と「アニミズム」
とを合体させているだけでなく、表面の情報は植物的なものが多く、子供の遊具のようなものが多く表
されている。意図的に彼女が物語に接触し、空間と緩やかに繋がり、物質と戯れ、その場で眠れる場所
へと誘うかのように。色味もピンク色に近づき、ナチュラルな より作品から重力との関係を解放させ、
スペースが作品の内圧によって変質化される。草間彌生がオブセッシブな男性器、空間への抵抗を表し
ているのに対し、高木の近作では緩やかに空間内へ鑑賞者を誘う母体回帰的構成となっている。ここに
明確な線引きがされていると判断できよう。またラバー独特の触覚的な感覚は、鑑賞者にフェティッシ
ュな類いの作品に属してしまいそうであるが、決してそこに陥ってもいない。 
 彼女は博士時代、パフォーマンスや映像作品など新たな展開も計っているため、今後はそれらとの関
係において大きな融合を目指すものとなるだろう。以上から判断するにあたって、高木久美は博士号の
取得にふさわしい人材であると判定できる。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
 高木久美は学部時代に彫刻科で彫刻の基礎を学ぶものの、作品と他者の関係性や視覚的なイメージ、
映像などにも興味を持ち、熱心に実験を繰り返してきた。卒業制作では巨大な真鍮板への写真画像の焼
き付けによって、また鑑賞者を取り込むビデオカメラによって、自らの彫刻空間に大胆な牛のイメージ
と会場のリアルタイムな時間を顕在化しようとした。彫刻科の大学院では、ゴムの皮膜によって象られ
た形態としての初期作品が制作されている。旧来からの塊としての素材では無く表面を覆う素材として
のラテックス。それが次第に内部に空気を孕むものとしてポンプを仕込むことによって人間の内臓を想
起させるシリーズに発展していった。先端芸術表現科の博士課程では、さらに発展させてそのラテック
スの皮膜が物質を覆い被すものとして意識化され、それは身体をも覆う皮膚のような素材として作品化
されることとなった。塊では無い空間を孕む容器としての皮膜。それは量塊性に従った古典的彫刻作品
でさえ、その表面という皮膜から成立していると言い換えうる。その鋳型によって置き換えられた表面
    
 
における視覚的想像力という意味合いにおいて全く符合するものである。 
 また一貫して塊その物の量塊性としてでは無く空間その物を作品として問いかけるスタイルを貫いて
きた。それは現代彫刻が避けて通る事のできない現代美術のコンテクストと表裏一体となっている。高
度情報社会の今日にあって彫刻という概念は、単に物質という素材によって裏付けられる狭義な世界で
は無く、物質のみならず、映像や様々な視覚表象によって軽々と人の想像力を支配しうる。高木はこの
観点から、彫刻の概念から離れることによって彫刻を乗り超えるのでは無く、自ら彫刻という概念に留
まりながら、その領野の拡張に意味を向け、それを博士論文として“非物質としての彫刻”という新た
な彫刻論として築きあげた。 
 博士修了作品でも空気を入れることによって自立するが、空気を抜いてしまえばただの皮膜に帰って
しまうことをその性格とする重力に抗う作品である。論文を通じて書かれたことと一貫して追求してき
た彫刻概念の拡張という彫刻論の優れた実現となっている。高木の博士論文と作品は、副査の審査結果
にあるように総合的に判断して申請は優秀であり合格とする。 
 
